
　（別紙４（２）） 事業所名　グループホームいちょうの木

目標達成計画 作成日：　平成２１年　１１月　９日

優先
順位

項目
番号

現状における問題点、課題 目標 目標達成に向けた具体的な取り組み内容
目標達成に
要する期間

1 2

小さな町であるが、職員で一層アイデアを出し合いホー
ムの存在をより、周知してもらえるような取り組み、近隣
住民が気軽に来訪できるような工夫が必要。
利用者が出かけて行く先の開拓も視野に考えなければ
ならない。

利用者が地域とのつながりを持ちながら、暮ら
し続けられ、事業所自体が地域の一員として
日常的に交流を持つ。

年間行事の見直しを行ない、来年度4月から2ヶ
月に１回地域の方に来て頂く行事を取り入れ気軽
に立ち寄って頂ける関係性を気づく。
地域の行事等積極的に参加していく。

６ヶ月

2 4

ホームの課題や勉強会など議題にあげ、それに応じ
て運営推進会議メンバーを検討していく必要あり。
自治会長が多忙な為、参加が困難。区の他の諸役
員の参加を呼びかけを行えていない。

運営推進会議を活かした取り組みを行ってい
き、より質の高いサービスが提供できるように
していく。

１０月より運営推進会議を、以前は３ヶ月に一度
の開催だったが２ヶ月に１回の開催に変更する。
運営推進会議のメンバーについては、来年度よ
り、メンバー構成を検討し、地域の方にも参加して
もらいホームの活動状況を知ってもらう。

５ヶ月

3 5

市町村担当者が異動等になった場合、今までの
関係性が崩れていかないように、お互いが密に連
絡を取り合い情報の提供を行えるように、課題解
決に共に取り組んでいかなければならない。

市町村との連携を大切にし、事業所の実情や
ケアサービスの取り組みを伝えながら、協力関
係を築けるようにしていく。

運営推進会議の参加の方は、毎回参加しても
らっています。これからは包括の方にも参加の呼
びかけをして行きます。
市町村の担当の方には、今後も情報の提供を行
い密な協力体制を築いていきます。

３ヶ月

4 10

毎年法人アンケートを実施しており、ご家族様の
意見等反映させてもらうが、あまり厳しい意見はな
く要望などもあまり言われないので、意見などを引
き出していける工夫が必要。

利用者様、ご家族様の意見や要望をもとに運
営に反映させていく。

ご家族様に、法人アンケートを行い、その集計と
意見や要望に関してのホーム側からの回答を玄
関の掲示版に貼り出し公表を行う。
普段の関わりの中で、関係性を築き遠慮なく意見
や要望を聞いていけるようにしていく。

1ヶ月

5 20

地域の行事などにも参加したり、地元スーパーで
買い物、ドライブなど、ご利用者にとっての馴染み
の関係を大切にしているが、個々にきめ細やかな
アセスメントを続け、関係継続へのアプローチが望
まれる。

個々に、ご利用者様が大切にしてきた馴染み
の人や場との関係継続の支援を行う。

個々のアセスメントの見直しを行い、職員も馴染
みの人や場所を把握し、関係性が途切れないよ
うにアプローチを支援していく。 ６ヶ月

6 23

利用者様の思いや希望を書きとめる、希望ノート
を作成し日常の会話の中で、利用者様の声を
キャッチして書きとめているが、まだ企画等に活用
されてはいない。

１人ひとりの思いや希望等の把握を行い、実施
出来るよう支援する。

希望ノートに関しては、今後書き留めたことを、月
に１回のユニットミーティングで検討し、実施でき
るような企画などを立て行っていく。 ６ヶ月

7 33

法人の基本方針としてターミナルケアは行わない
が、色々な情報など職員が知っておく必要はある
と思う。

重度化・終末期に向けた方針の共有と支援を
行う。

重度化した場合や終末期のあり方については、
入居前に家族には説明しているが、今後のことや
家族の意見等を、時間を取りお聞きする。
ターミナルについての、勉強会を行い、職員に知
識を覚えてもらう。

１０ヶ月

8 35

防災訓練は、年２回行っており、消防署との連携
は出来ているが、地元の消防団など連携体制は
出来ていない。

災害時に、利用者が避難できる方法を全職員
が身につけ、地域との協力体制を築いていく。

ホームだけではなく日野地区の系列施設を分
かって頂けるよう、来年の日野町の防災訓練で連
携をとり、訓練出来るように、市町村担当の方に
聞いてもらい話を進めていく。

１０ヶ月

9 40

食事は利用者と一緒に楽しみながら行っている。
利用者の好みを取り入れたメニューを作成してい
るが、献立は自分たちで考えて作成するので、栄
養面のバランス等少しバラつきがある。

利用者様が、楽しんで食事が出来るように支
援していく。

献立については、法人の管理栄養士に月に１回
献立の内容を見てもらうようにして、栄養面のバ
ランスなど教えてもらう。 ３ヶ月

注）項目の欄については、自己評価項目の№を記入して下さい。項目数が足りない場合は、行を挿入してください。

【目標達成計画】　

目標達成計画は、自己評価及び外部評価結果をもとに職員一同で次のステップへ向けて取り組む目標について話し合います。
目標が一つも無かったり、逆に目標をたくさん掲げすぎて課題が焦点化できなくならないよう、事業所の現在のレベルに合わせた目標水準を考えながら、優先して取り組む具体的
な計画を記入します。


